出水時における撤去計画＜様式第３号＞


１．情報の入手及び連絡系統
　１）テレビ・ラジオによる台風・洪水予報等及び国土交通省インターネットにより木曽川水系の雨量・水位等の情報提供を受け、また消防本部から出水の状況を把握し警戒体制に入る。

　２）台風や豪雨だけでなく、融雪洪水にも留意し、国土交通省のインターネットサイトを随時確認する。

　３）出水が予想される場合は、国土交通省の今渡・犬山・笠松の各観測所の水位、及び木曽川上流の降雨の状況を把握し、木曽川第一出張所と連絡を密にとり、速やかに処置を実施する。また、出動前後の報告を行う（ただし、社会実験中は、スタッフは現地に常駐しているため、現地での作業実動者は出動が済んだ状態となる）。

　４）岐阜県河川情報アラームメールを活用する。
http://www.pref.gifu.lg.jp/kensei-unei/kocho-koho/event-calendar/sonota/kasen/alarmmail.html

〈平日・休日：昼間　情報入手及び呼集・連絡系統〉今渡・犬山・笠松観測所
インターネット「川の防災情報」
http://www.river.go.jp/

国土交通省
電話応対装置
058-253-7744
羽島郡消防本部
058-388-1195




ご記入ください。
記
通報
笠松町企画課
企画調整担当職員　058-388-1113

呼集連絡系統



参加者
事業者名（担当者）：
担当： 
電話：　　　-　　　-
現場班長
笠松町企画課長
木曽川第一出張所
0586-89-2149
実験実施者

現場班長
笠松町企画課長
笠松町企画課
職員2名
ホースランド
（乗馬体験）
058-227-5500
担当：070-2233-9266
現場作業員5名
大日コンサルタント
（スタンプラリー）
058-271-2659
担当：090-6002-8849
現場作業員1名
笠松プロモーション協会
（みなとキッチン）
担当：090-6081-0655
現場作業員3～7名
オアシスパーク
（焚火カフェ）
0586-89-6766
現場作業員3名
笠松SUP同好会
（SUP体験会）
担当：090-1741-5188
現場作業員5名
かさまつバザール
（朝カフェ）
担当：090-6081-0655
現場作業員1名
木曽川第一出張所
0586-89-2149





〈休日：夜間　情報入手及び連絡系統〉通報
呼集連絡系統
国土交通省
電話応対装置
058-253-7744
羽島郡消防本部
058-388-1195
今渡・犬山・笠松観測所
インターネット「川の防災情報」
http://www.river.go.jp/
現場班長
笠松町企画課長
木曽川第一出張所
0586-89-2149
笠松町企画課
企画調整担当職員　058-388-1113






記
ご記入ください。



参加者
事業者名（担当者）：
担当： 
電話：　　　-　　　-









[bookmark: _GoBack]
２．搬出計画
　１）搬出する工作物
別表１に示すとおり。

　２）搬出場所・退避場所
　　　　笠松町役場（笠松町司町1番地）
　　　　一次退避で完了する。

　　　　別紙搬出経路図参照町で記入します。


　３）出動時間
　　　　退避に最も時間を要し、かつ実施箇所の中で着水が最も早い堤防直下での出店を基準とし、笠松水位観測所の水位が、昼間●●ｍ、夜間●●ｍ（ただし、夜間出店や夜間の設備常設の予定は無し）に達したら、撤去作業に出動（撤去作業を開始）する。

　４）搬出作業
　　　　出店中は現地にはスタッフが常駐しており、笠松水位観測所の水位が上記10.02ｍに達したら撤去作業を開始する。

　５）搬出時間記
ご記入ください。

　　　〈休日：昼間〉
　　　　　　現地で作業中・イベント中であり、撤去指示と同時に搬出にかかる
　　　　　　呼集準備命令
現地到着時間　職員（自宅より）　　　約　    分　  片道距離　　～　　㎞
　　　　　　スタッフ（現場常駐）　　　　        約      分　  片道距離　　㎞
[bookmark: _Hlk92448289]　　　　　　搬出時間（準備・搬出含む）　　　最大約      分　　片道距離　　㎞
ご記入ください。
記


〈休日：夜間〉
　　　　　　呼集準備命令
現地到着時間　職員（自宅より）　　　約　    分　 片道距離　　～　　㎞
　　　　　　スタッフ　　　　　　　　　　        約      分　 片道距離 　　㎞
　　　　　　搬出時間（準備・搬出含む）　　　    約      分　 片道距離 　　㎞
※夜間は常駐スタッフ無し
2
別表１記
（記入例）を参考にご記入ください。
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図　実施位置と搬出・退避場所の位置及び経路等


木曽川
搬出・退避経路
搬出・退避場所
笠松町役場（笠松町司町1番地）
坂路



















着水地盤高地点11.51m















【参考】水位計算書記
町で記入します。
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image6.emf
「笠松minaTRY社会実験」実施中（実施していない場合は、現地に備品等の配置は無し）

申請地：

笠松みなと公園木曽川右岸40.40km

標高（着水地盤高）11.51m

HWL14.34m

観測所：

笠松観測所木曽川右岸40.30km

零点高0.00m

水防団待機水位（指定水位）7.60m

はん濫注意水位（警戒水位）10.40m

出動水位13.60m

HWL14.15m

-100m（＝［40.30－40.40］　×1,000）

0.19%（＝［14.15－14.34］　／-100）

0分

→実験中はスタッフが常駐

30分

→夜間の出店や設備常設は予定なし

60分

　水位上昇量については、笠松観測所における過去10年間（H23～R3）１時間当たりの

水位上昇が最も速い水位は平成30年9月4日の22時から23時に、1.30m/hが最大値になったため、

1.30m/hを採用することとする。

量水標の読み

14.15（14.15）ｍ

HWL14.34

0.19%

11.32（11.32）ｍ

撤去完了11.51

（着水地盤高）

10.02（10.02）ｍ

10.21

10.02（10.02）ｍ

出動（昼間）10.21

9.37（9.37）ｍ

出動（夜間）9.56

m



出動・撤去水位計算書











堤外側の堤防直下（トンボ広場）に合

わせる

0分

区間延長

HWL勾配

出動～到着時間（夜間）

撤去時間（搬出時間も含む）

出動～到着時間（昼間）



笠松みなと公園笠松観測所

40.40km40.30km

60分

撤去開始

（現地到着）

30分

-100
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品目数量単位
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撤去時間
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